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◉こてっちゃん牛もつ鍋シリーズ

◉こてっちゃんFamily　
　煮込みシリーズ

秋冬製品のご案内秋冬製品のご案内

こてっちゃんの新しい仲間「こてっちゃんFamily」ブランドから、
煮込みの美味しさを手軽に楽しんでいただける新シリーズを発売しました。

ご家庭で、手軽に牛もつ鍋をお楽しみいただけるシリーズです。

◉極亭（きわみてい）
　博多名物牛もつ鍋シリーズ
ご家庭で、より本格的な牛もつ鍋をお楽しみいただけるシリーズです。
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会社概要
エスフーズ株式会社 
SFoods Inc.（コード番号2292東証プライム市場）
1967年（昭和42年）5月22日 
代表取締役社長 村上真之助 
42億9,835万円 
食肉等の製造・卸売事業、小売事業、外食事業

社名
　
設立 
代表者 
資本金 
事業内容
（グループ）

株式メモ
■事業年度 毎年3月1日～翌年2月末日
■期末配当金受領株主確定日 毎年2月末日
■中間配当金受領株主確定日 毎年8月31日
■定時株主総会 毎年5月
■株主名簿管理人および 三井住友信託銀行株式会社
　特別口座の口座管理機関　　　　　　　
■株主名簿管理人 大阪市中央区北浜四丁目5番33号
　事務取扱場所 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　郵送物送付先　 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　電話照会先　 電話　　 0120-782-031（通話無料）
 受付時間9：00～17：00（土日休日を除く）
　インタ̶ネット　　　　　  https://www.smtb.jp/personal/agency/
　ホームページURL

（ご注意）
【株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会】
　証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会社ではお手
　続きができませんので、取引証券会社へご照会ください。証券会社の口座を
　ご利用でない株主様は、上記電話照会先へご連絡ください。

【未払配当金について】
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

■上場証券取引所 東京証券取引所
■公告の方法 電子公告により行う
 公告掲載URL
 https://www.sfoods.co.jp/investor/koukoku.html

■単元株式数 100株

ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他やむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。



当社の経営環境
当第２四半期連結累計期間における日本経済は、コロナ禍において

停滞していた経済活動が活発化し始めたことにより、徐々に回復基調

にありました。しかしながら、当食肉業界においては、個人消費やイン

バウンド需要の回復という好材料はあるものの、諸物価の高騰や円安

などの影響により、利益の確保に苦しんでいる状況です。

このような状況のもと、当社グループは、食肉の生産から小売り・外食

まで一貫して携わる食肉事業の垂直統合を戦略的に行っている総合

食肉企業集団として、食肉商品の安定的供給と事業の持続的発展

に努めました。

営業の概況
食肉等の製造･卸売事業においては、原材料や諸経費の高騰により

経営環境が厳しさを増す中、効率的な運営や在庫管理の徹底により、

経営資源の有効活用を図りました。また、グループの最上流事業に

当たる食肉の生産・調達部門の強化に、引き続き注力しました。国内の

仕入れ・販売戦略についても、積極的に取扱量拡大を進めております。

製品事業においては、本年新たに「こてっちゃんFamily」というブランドを

立ち上げ、メインブランドの「こてっちゃん」に加えて、バラエティ豊かな

ホルモン商材を使った食肉製品の展開を始めました。新しい製品として

のチルド製品や新製法の低温調理製品の開発にも、取り組んでおります。

食肉等の小売事業においては、新規出店や改装店の立ち上げ、また

既存店の活性化を図るためのイベント型提案販売やレイアウトの再構築

等を、実施してまいりました。

食肉等の外食事業においては、行動制限の緩和により回復基調が

みられるものの、原材料費やエネルギー価格の上昇を受け、メニュー

改定を実施するなどの施策を行っており、今後も当事業を取り巻く環境は、

厳しい状態が続くものと想定しています。今後もお客様に安全に安心

してご利用いただけるよう、日々 の店舗運営維持に努めてまいります。

業績
以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,089億

8千6百万円（前年同四半期比7.8％増）、営業利益83億3千3百万円

（前年同四半期比3.0％減）、経常利益94億2千6百万円（前年同四

半期比2.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益71億6千6百

万円（前年同四半期比25.2％増）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。なお、売上高は外部顧客

への売上高を記載し、セグメント利益又は損失は、四半期連結損益

計算書の営業利益と調整を行っております。

①食肉等の製造・卸売事業

売上高は1,931億3千2百万円（前年同四半期比8.3％増）、セグメント

利益は78億3千万円（前年同四半期比5.8％減）となりました。

②食肉等の小売事業

売上高は117億6千1百万円（前年同四半期比3.4％減）、セグメント利益

は7億6千4百万円（前年同四半期比5.9％増）となりました。

③食肉等の外食事業

売上高は36億9千8百万円（前年同四半期比26.6％増）、セグメント利益

は3億円（前第２四半期連結累計期間3百万円の損失）となりました。

④その他

売上高は3億9千3百万円（前年同四半期比13.5％減）、セグメント利益は

1千3百万円（前年同四半期比55.4％減）となりました。

営業成績と財産状況の推移

●配当の状況

●連結

（中間配当金）

（期末配当金）

単位：百万円

一株当たり
年間配当金

単位：円

期 別
区 分

2022年8月
第2四半期

2023年8月
第2四半期

2023年
2月期

売 上 高

営業利益

経常利益

総 資 産

純 資 産

193,827

8,587

9,704

5,726

202,198

113,902

208,986

8,333

9,426

7,166

221,919

126,619

399,208

14,571

15,841

10,570

204,778

117,306

2024年
2月期予想

420,000

13,500

14,000

10,000

̶̶

̶̶

●株式の状況

発行する株式の総数
発行済株式の総数
株主数

120,000,000株
32,267,721株

4,471名

代表取締役社長
村上 真之助

企業集団の営業経緯および
成果についてのご報告
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●株価の推移と株式の売買高
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